




要約:多施設共同研究により、71 例の脳室周囲白質軟化症(PVL)の MRI 所見と神経学的予

後の関連を検討した。側脳室白質容量の減少のgrade と CP の重症度は相関を認めた。grade

2 では軽度両麻痺から四肢麻痺までであり、grade 3 では中等度両麻痺から四肢麻痺まで

であった。grade 4 ではすべて四肢麻痺であった。また、白質容量の減少の grade と知的

障害(MR)の程度は相関を認めた。grade 2 では、 2 / 3 の症例で MR を認めないのに対し

て、grade 3 では 80%弱で MRを認め、 2 と 3 の間に有意差を認めた( p=0.036)。また、grade

4 ではほとんどの症例で severe MR であった。脳室拡大の grade は,白質容量の減少より

CP,MR ともに相関は弱い傾向が認められた。また、PVH の grade は CP,MR ともに明らかな

相関を認めなかった。側脳室白質容量の減少のgrade が最も神経学的予後との関連がある

ことが明らかになった。


